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日本 にお ける完 新 世 相対 的海 面変 化 とそ れ に関 す る問題1)
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Recent Japanese Research on Relative Sea Level Changes

in the Holocene and Related Problems1)

-Review of Studies between 1980 and 1988-

Yoko OTA2), Masatomo UMITSU3) and Yoshiaki MATSUSHIMA4)

This paper reviews studies conducted between 1980 and 1988 on relative sea level changes and

coastal evolution during the Holocene in Japan. The Japanese Working Group of IGCP Project

200, on “late Quaternary sea level changes,” compiled the two-volume “Atlas of Sea Level

Records in the late Quarternary in Japan” in 1987, which included materials related to this topic,

based on papers published since 1980. The group also compiled the “Middle Holocene Shoreline Map

of Japan (1:200,000), which demonstrated the location of the middle Holocene shoreline with

numerous data on height and radiocarbon age representing the sea level of that stage, and with 15

insets, considered to be typical examples of various types of study. Numbers of papers by year in

terms of research field and study area are summarized in Figs. 1 and 2. Several review papers on

sea level study have been also published in the last several years, in addition to local studies.

Relative sea level curves published in the past 10 years are shown in Fig. 3. The curve patterns

show noticeable local or regional differences, reflecting tectonic factors with a different amount

and character in each area. Some areas characterized by a rather late culmination age of the

postglacial transgression contrast with most of the Japanese coast, which has a culmination

age of ca. 6,000 to 6,500y.B.P. Two minor fluctuations of Holocene sea level which were

pointed out by OTA et al. (1982), have been recognized in several areas; a eustatic origin for

such fluctuation is most likely, judging by the nearly coincident occurrence of climatic

fluctuation revealed by pollen analyses, molluscan assemblage analyses and submarine core data.

The following topics are discussed in particular detail in this paper: 1) Progress of excavation

on the Holocene lowland and coral reefs, in order to obtain systematic samples for identification

of marine limits and samples for analyses of various fossils and for dating. 2) Holocene marine

terrace study with special reference to coseismic uplift and volcanic activity. 3) Identification of

the former sea level on the rocky coast. Barnacles and tube worms (Pomatoleios kraussii) as sea

level indicators are discussed, including problems with accuracy of radiocarbon dating.

4) Problems concerning the recognition and accuracy of former shorelines in the large alluvial

plain. 5) The significance of small drowned valleys as a suitable field for the reconstruction of
sea level change. 6) Climatic fluctuation during the Holocene, with relation to sea level fluctua-

tion. 7) Increased overseas studies on Holocene sea level change by Japanese scientists.
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I. は じ め に

筆 者 ら は, 先 にIGCP Project 61 (最 近15,000年 間

の 海 面 変 化) の 一 環 と して, Atlas of Holocene Sea Level

Records in Japan (OTA et al. eds, 1981) を ま とめ, そ れ を

資 料 と して1980年 まで の 日本 に お け る 完新 世 海 面 変化

研 究 の 展 望 を行 っ た (太 田 ほ か, 1982). 1987年 に は,

IGCP Project 61を 引 き継 い だProject 200 (第 四紀 後 期

の 海 面 変化) が 終 了 す る の で, 日本 の ワ ー キ ング グ ル ー

プ と して従 来 の研 究 を総括 す る必 要 が あ り, 前 記 の ア ト

ラ ス編 集 以 降 の 文 献 お よ び, さ らに 時代 幅 をひ ろ げ て第

四 紀 後 期 の 海 岸 線 に 関 す る文 献 を も含 め て, 新 しい ア

トラ ス を作 成 す る こ と に な っ た. そ の 結 果, 2冊, 計

1,000ペ ー ジ余 り に達 す る膨 大 な ア トラ ス (OTA et al.

eds., 1987 a, b) が, 多 数 の研 究 者 の 協 力 に よ り完 成 し

た.

一 方, 当 時, 日本 で初 め て の「第 四紀 地 図」(日 本 第

四 紀 学 会編, 1987) を作 成 す る た め に多 数 の研 究 者 が 協

力 して お り, 筆 者 ら もそ の一 部 と して 日本 の海 岸 線 に関

す る資 料 を収 集 して い た. しか し, 100万 分 の1と い う

縮 尺 の地 図 に第 四 紀 に関 す る さ まざ まな現 象 を ま とめ る

た め, 集 め た 膨 大 な 資 料 の一 部 しか,「第 四紀 地 図」に

含 め る こ とが で きな か っ た. そ こで 集 め た 資料 を有効 に

使 う た め に, 上 記 の ア トラ ス に加 え て, Middle Holocene

Shoreline Map of Japan (200万 分 の1) を作 成 す る こ とに

し た. こ の 図 (以 下 で は,「海 岸 線 図」と 略 称 す る)

は, い わ ゆ る縄 文 海進 高 頂 期 の海 岸 線 と古 環 境 を ま とめ

た もの で あ る が, そ の基 礎 と して の海 面 を指 示 す る と思

わ れ る年 代 資 料 (14C年 代, そ の 試 料 の種 類, 高 度 な

ど) の ほ と ん どす べ て を 図 上 に示 し た点 に特 色 が あ り

(太 田 ほ か, 1988. 上 記 の 海 岸 線 図 は この 論 文 の 付 図 と

して も添 付 され て い る), こ の ス ケ ー ル で 詳 細 な資 料 を

含 め た 図 と して は, 日本 で 初 め て の もの で あ ろ う. 海岸

線 図 は, 上 記 の ア トラス と と も に, 1987年 に カ ナ ダで

開 か れ たIGCP Project 200お よ びINQUAの 会 議 の 際

に展示 され, 好 評 を得 た.

これ らの ア トラス お よ び海 岸 線 図 に よ り, 現 時 点 まで

の研 究成 果 を把 握 す る こ とがで きる. と くに, 海 岸 線 図

は, 縄 文 海 進 高頂 期 以 降 の地 殻 変 動, 当 時 の環 境 な どの

地 域 差 や, 研 究 の 粗 密 な ど の 地 域 差 を明 確 に示 して お

り, 現 時 点 で の研 究 の成 果 を展 望 す る の に大 変 有 効 で あ

る. 本 稿 は, この よ うな ア トラ ス や海 岸 線 図 の 作 成 の 過

程 を通 して 得 られ た1980年 か ら1988年 まで の完 新 世

相 対 的 海 面 変化 お よ び そ れ に 関連 す る諸 問 題 を ま とめ た

も の で あ る. と くに, 太 田 ほ か (1982) に 述 べ ら れ た 論

点 を考 慮 しつ つ, 最 近 の研 究 の進 歩 の あ とを探 っ てみ た

い. い うまで も な く, 変 動 帯 に位 置 す る 日本 列 島 に おい

て は, ユ ー ス タ テ ィ ック な海 面 変化 を求 め る こ とは ま だ

困難 で, 量 と様 式 を異 にす る 地 殻 変動 との和 と して の相

対 的 海面 変 化 が地 形 や地 層 に記 録 され て い る. したが っ

て, 本稿 で は ユ ー ス タテ ィ ック な海 面 変化 に加 え て, 海

岸 地 域 の発 達 を考 え る に あ た って 無 視 で きな い地 殻 変 動

と関 係 す る相 対 的 海面 変 化 に関 す る展 望 を多 く含 ん で い

る. 以 下 で“海面変 化”とい う場 合 に は, 相対 的 海 面変 化

を含 んで い る こ とに留 意 され た い. なお, 本 稿 で は 海底

に関 して は取 り扱 わ な い.

II. 1980年 以 降 の 海 面 変 化 研 究 の 推 移 と 研 究

対 象 地 域

1. 1980年 以 降 の 海 面 変 化 研 究 の 推移

図1は, 1980年 か ら1988年 まで に発 表 され た研 究

の 年 度 別 数 を, 太 田 ほ か (1982) の Fig. 1に 追 加 した

もの で あ る. なお, 1980年 まで の 研 究 で, この 図 に収

録 され て い な か っ た も の も追 加 して あ る. さ らに, 1980

年 以 降 につ い て は, 上 記 文 献 のA: 海 面 変 化 曲 線, B:

海 面 変 化 と関係 した 地 形 発 達, 古 環 境 な ど, C: 完 新 世

の海 水 準 と関係 す る14C年 代 資 料, の ほ か に, D: 完新

世 の海 水 準 と関 係 す る総 合 研 究 や調 査 報 告, E: 完 新 世

海 面 変 化 研 究 の 展 望, の5分 野 に分 け て取 り上 げ て い

る. この 図 か ら, 1980年 以 降 とい う短 期 間 に もか か わ

らず, 研 究 数 が 確 実 に増 加 して い る こ とが わ か る.

年 代 資 料 が 得 ら れ る よ う に な っ た1960年 以 降1980

年 ま で の研 究 の 傾 向 は, 太 田 ほ か (1982) に よ って2

期 に分 け られ て い る. 第1期 は1960年 か ら1971年 に

か けて の期 間 で, 14C年 代 資 料 を使 用 して, 完 新 世 の 海

面 変 化 曲線 が 描 か れ る よ うに な っ た 時 代 で あ る. 第2

期 は1972年 か ら1980年 まで の 期 間 で, 海 岸 平 野 に 関

す る研 究 数 が 増 え, 海 面 変化 に 関す る論 文 数 も飛 躍 的 に

増 加 した. 14C年 代 資料 の 増 加 と と も に, 個 々 の 地域 ご

との 海 面 変 化 曲 線 が描 か れ る よ う に な り, 第1期 の研

究 活 動 開 花 の時 代 か ら発 展 の 時 代 に 入 っ た. こ れ は,

1974年 に 始 ま っ たIGCP Project 61を 受 け, 1978年 に

国 内 ワ ー キ ン グ グ ルー プが 活動 を始 め た こ と と関 係 して

い る. 1980年 以 降 の 研 究 は, 1982年 ま で 行 わ れ た

IGCP Project 61と, 引 き続 い て行 わ れ た IGCP Project

200と の 関 係 を も って 進 め ら れ て い る. と く に, 1983

年 に はIGCP Project 200の 最 初 の 国 際 会 議 が 日本 で 開

か れ た.

この よ うな完 新 世 海 面 変化 研 究 に 関 す る動 向か ら, 日

本 にお け る 海 面 変 化 の 時代 的 推 移 を み る と, 太 田 ほ か
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(1982) の2期 の 区 分 よ り, 研 究 成 果 の 内 容 か ら改 め て

3期 に 再 区 分 し た 方 が 適 切 で あ る. す な わ ち, 第I期 が

1960年 か ら1977年 ま で の 期 間, 第II期 が1978年 か

ら1982年 のIGCP Project 61の 実 施 さ れ た 期 間, 第

III期 が1983年 か ら1988年 ま で のIGCP Project 200

の 行 わ れ た 期 間 に 分 け ら れ る.

この 第II期 と第III期 の研 究 内 容 を み る と, 海面 変

化 曲線 その もの の 数 は減 少 して い るが, 海 面 変 化 に関 す

る研 究 は急 激 に活 発 とな って い る. そ れ を反 映 して, 他

分 野 の研 究 者 との 総合 研 究 も活 発 に進 め られ て い る (井

関 ほ か, 1982; 太 田 ほ か, 1985な ど). さ ら に, 海 面 変

化 研 究 の成 果 が 数 多 く得 られ た こ とに よ り, そ の研 究 の

図1 完 新 世 の 海 面 変 化, 古 環 境 な ど に 関 す る 論 文 数 の 年 次 別 変 化

A: 海 面 変 化 曲 線 B: 古 環 境, 発 達 史 C: 14C年 代 D: 科 学 研 究 費 報 告 書 E: 展 望, な ど に 関 連 す る も の

1～7 は 海 面 変 化 研 究 と 関 連 す る 主 要 な で き ご と

1. 第 四 紀 研 究"沖 積 層 特 集 号" (vol. 5, no. 3) の 発 行 2. 地 質 学 論 集"日 本 の 海 岸 平 野"の 発 行 3. 地 理 学 評

論"完 新 世 海 面 変 化 特 集 号" (vol. 51, no. 2) の 発 行 4. "Atlas of Holocene Sea Level Records in Japan"の 発 行 5.

第 四 紀 研 究"最 終 氷 期 以 降 の 海 水 準 変 動 と そ れ を め ぐ る 諸 問 題 特 集 号"(vol. 21, no. 3) の 発 行 6. International

Symposium on Coastal Evolution in the Holocene の 開 催 7. Atlas of Late Quaternary Sea Level Records in Japan (vol. 1

and 2) お よ び Middle Holocene Shoreline map of Japan の 発 行

Fig. 1 Number of papers on the Holocene sea level records in Japan by year

A: papers including sea level curve, B: those discussing paleoenvironments and geomorphlogical history, C: those

mainly related to 14C dates, D: reports for grant-in-aid, F: review papers

1～7. Important events for Holocene sea level study in Japan

1. Publication of special issue on"Post-glacial deposits"(The Quat. Res. Japan, 5), 2. Publication of "Coastal Plain

of Japan" (Mem. Geol. Soc. Japan, 7), 3. Publication of special issue on "Holocene sealevel Change" (Geogr. Rev.

Japan, 51), 4. Publication of "Atlas of Holocene Sea Level Records in Japan" (IGCP 61 Working Group), 5. Publica-

tion of special issue on "Sea Level Changes since the Late Pleistocene in the Japanese Islands and the Related Prob-

lems" (The Quat. Res. Japan, 21), 6. International Symposium on Coastal Evolution in the Holocene (Tokyo), 7.

Publication of "Atlas of late Quaternary Sea Level Records in Japan (two Volumes and "Middle Holocene Shoreline Map of

Japan" (IGCP 200 Working Group)

■ A

□ B

□ C

△ D

▽ E
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展 望 や 総 括 も行 わ れ る よ う に な っ た (NARUSE, 1981;

NARUSE and OTA, 1984; YONEKURA and OTA, 1986;

OTA, 1987; OTA and MACHIDA, 1987な ど).

さ ら に, YOSHIKAWA ed. (1987) に よ り太 平 洋・イ ン

ド洋 地 域 の 第 四 紀 海 岸 線 資 料 集 が 編 集 され, 日本 列 島 に

お け る完 新 世 海 岸 線 資 料 も数 多 く収録 され て い る.

2. 1980年 以 降 の海 面 変 化 研 究 の 地 域 的 特 色

海 面 変 化 研 究 の地 域 的 特 色 を概 観 す る (図2).

北 海 道 で は, オ ホ ー ツ ク海 沿 岸 か ら道 東 海 岸 で新 た に

多 くの 研 究 が 始 ま り (松 島, 1982a, b; 前 田, 1984な

ど), と くに堆 積 物 の 総 合 的 な 分 析 に よ り, 海 成 層 の 上

限, 古 環 境 の変 遷 (SAKAGUCHI et al., 1985; IHIRA et al.,

1985; 前 田 ほ か, 1986な ど) や, 海 進 最 頂 期 以 降 の 小

変 動 が い くつ か の地 点 で 明 ら か に され た (海津, 1983;

平 井, 1987). さ ら に, 日本 海 側 で は奥 尻 島 の 海 成 段 丘

の研 究 (三好 ほか, 1985) も行 わ れ た.

東 北 地 方 で は, 従 来 は 仙 台平 野 と津 軽 平 野 が お もな研

究 地 域 で あ った が, 1980年 以 降 は対 象 地 域 が 庄 内 平 野

(有 賀, 1984; 米 地 ほ か, 1985), 秋 田 平 野 (白 石・柴

田, 1986な ど) の 日本 海 側 や 三 陸 海 岸 の 陸 前 高 田平 野

(千 田 ほ か, 1984) に 拡 大 した. さ らに, 仙 台 平 野, 石

巻 平 野, 青森 平 野, 秋 田平 野 な ど に分 布 す る 数 列 の砂 堆

の発 達 か ら, 6,000年 前 以 降 の詳 しい 海面 変化 が 明 らか

に さ れ た (松 本, 1984; MATSUMOTO, 1985).

関東 地 方 で は, 東京 湾沿 岸 を 中心 に小 規 模 な溺 れ谷 を

対 象 と した研 究 が 多 く, 各 種 生 物 群 集 の変 遷 に伴 う海 成

層 上 限 の認 定 や, 地 形 発 達 史, さ らに古 地 理 の 復 元 が 行

わ れ た (遠 藤・関 本, 1981; FRYDL, 1982; 辻 ほ か,

1983; 太 田 ほ か, 1985; 安 藤, 1986; 安 藤 ほ か, 1987;

遠藤 ほ か, 1987な ど). 房 総・三 浦・大 磯 丘 陵 な どの 完

新 世 海 成 段 丘 の 発 達 地 域 で は, そ の形 成 や変 位 につ いて

の研 究 が 行 われ, 隆 起 量 の 地域 差 が 明 らか に さ れ た (石

橋 ほか, 1982; 松 島, 1984b; KUMAKI, 1985な ど). さ

ら に, これ まで ほ とん ど利 用 さ れ てい なか った潮 間帯 に

生 息 す るヤ ッコ カ ンザ シ を指 標 と した旧 汀 線 の認 定 の研

究 (茅根 ほか, 1987; 西 畑 ほ か, 1988) も始 まっ た.

東 海 地 方 で は, これ まで研 究 の行 わ れ て い なか った伊

豆 半 島 か ら浜 名 湖 (池 谷 ほ か, 1985) まで, 研 究 地 域 が

拡 大 して い る. と くに伊 豆 半 島 で は, 海 面 変 化 曲線 は,

最 頂 期 が 約3,000年 前 と他 の 地 域 とは 異 な る カ ー ブ を

図2 完 新 世 の 海 面 変 化 お よ び 古 環 境 に 関 す る 論 文 の 対 象 地 域 別 数

A: 海 面 変 化 曲 線 を 含 む も の B: 古 環 境, 発 達 史 に 関 す る も の

Fig. 2 Number of papers on the Holocene sea level records in Japan by area

A: papers including sea level curves, B: those discussing paleoenvironment and geomorphic history

■ A

□ B
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示 して い る (太 田 ほ か, 1986). 駿 河 湾 沿 岸 で は, 松 原

によ る 一連 の研 究 が あ り, 沖 積 低 地 の 詳 しい 地形 発 達 史

が 明 らか に され て い る (松 原, 1984; 松 原 ほ か, 1986;

MATSUBARA, 1988). 名 古 屋 港 の総 合 研 究 で は, 中井 ほ

か (1982) に よ る13C, C/N比, δ13Cの 分 析, FeS2の

分 析 な どの 地 球 化 学 的 手 法 が用 い られ て お り, 新 しい研

究 分 野 が 展 開 した.

北 陸地 方 で は, 能 登 半 島 と富 山湾 の成 果 が さ ら に増 加

した 中 で, 入 善 沖 の 埋 没 林 の 発 見 は縄 文 海進 直 前 の低 海

面 の 位 置 を知 る 上 で 意 義 深 い (NASU et al., 1983; FUJII

et al., 1986). また, 松 浦 (1985) に よ る 海 成 沖 積 層 の

貝 化 石 の 変 遷 に 関 す る研 究 も行 わ れて い る.

大 阪 湾 沿 岸 地域 で は, 前 田 ほ か (1982) が 各種 生 物群

集 お よ び化 学 分析 に よ る 海成 層 上 限 の認 定 につ い て, 梶

山・市 原 (1986) は地 質・古 生 物, 14C年 代 資料 に考 古

学 資 料 を加 え て大 阪 平 野 の 詳 しい 地形 発 達 史 を 明 らか に

して い る.

瀬戸 内・山 陰 の 中国 地 方 で は, 広 島 平 野 を中心 と した

瀬 戸 内 海沿 岸 で の研 究 (藤原 編, 1986) が 行 わ れ, い く

つ か の 地 点 で縄 文 海 進 時 の 海 面 高 度 が 明 ら か に さ れ た

(白 神, 1983, 1985な ど) が, 山 陰地 方 で は 目立 った 成

果 は得 られ て い な い.

四国 で は, 海 面 変 化 に関 す る研 究 は ほ とん ど進 展 して

い な い. そ の 中で 室 戸 岬 と足 摺 岬 で は, ヤ ッコ カ ンザ シ

を指 標 と した海 成 段 丘 の 形 成 年代 と地殻 変 動 の研 究 が 行

わ れ て い る (甲藤・阿 子 島, 1980; 前 杢, 1988a, b).

九 州 で は, 全 域 的 に研 究 地 域 が 拡 大 した. 福 岡 の糸 島

低 地 帯 で は 下 山 ほ か (1984, 1986), 大 分 で は 千 田

(1985, 1987) に よ る研 究, 南 九 州 で は 海 成 層 中 に火 山

灰 層 が 介 在 して お り, 火 山 灰 層 は14C年 代 資 料 と と も

に地 形 発 達 史, さ らに古 環 境 の復 元 に貴 重 な資 料 と な っ

て い る (森脇 ほ か, 1986).

琉 球 列 島 で は, 研 究 地域 が さ らに拡 大 して, 多 くの 島

で相 対 的 海 面 変 化 曲 線 が 描 か れ る まで に な っ た (KOBA

et al., 1982; DELIBRIAS and PIRAZZOLI, 1983; PIRAZZOLI

and DELIBRIAS, 1983な ど). ま た, 海 岸 に は ノ ッチ 地 形

が発 達 して お り, その 高 度 分 布 か ら海面 変 動 や地 殻 変 動

が 明 ら か に さ れ て い る (河 名・西 田, 1980; KAWANA

and PIRAZZOLI, 1985; OTA et al., 1985な ど).

この よ うに, 地 域 的 な研 究 資 料 が 増 加・蓄 積 す る の に

伴 い, 全 国 的視 野 で の研 究 も進 展 した. 沖積 低 地 の地 形

発 達 史 (海 津, 1981a, b), 海 岸 平 野 の砂 堤 列 (MORI-

WAKI, 1982) や 砂 丘 (成瀬, 1982; ENDO, 1986) の形 成

と海 面 変 化 な どが 論 じ られ て い る. 古 環 境 の 変 遷 につ い

て は, 貝 類 群 集 (松 島, 1984a), 珪 藻 群 集 (鹿 島,

1986) な どの研 究 が あ る.

な お, 本 稿 に よ る研 究 展 望 の 対 象 時期 をは ず れ る が,

平 井 (1989) は, 沿 岸 に分 布 す る海 跡 湖 にお い て, 海進

最 頂 期 以 降 の 湖水 準 変 動 の証 拠 を検 出 し, そ こか ら海水

準 微 変 動 を推 論 し論 じて い る. こ れ は, 海 進 最 頂 期 以 降

の海 水 準 変 動 を解 明 す る の に, 新 しい方 向 を示 す も の と

い え よ う.

III. 相 対 的 海 面 変 化 曲 線 の 検 討

1. 完 新 世 に お け る最 高 海 面の 高 さ と年 代

1980年 以 降 に発 表 され た 海 面 変 化 曲線 を5つ の地 域

に ま とめ (図3), こ れ ら の 曲 線 に よ っ て 示 さ れ た完 新

世 の 高 海 面 お よ び 低 海 面 の 高 さ と年 代 を表1に 整 理 し

た. なお, と くに補 正 値 が示 され て い る も の を除 い て,

こ れ らの 海 面 変 化 曲 線 や 海面 の高 度 は い うまで も な く相

対 的 な も ので あ る.

完 新 世 に お け る 海 面 高 頂 期 は, 1980年 以 降 に発 表 さ

れ た海 面 変 化 曲 線 で も, 多 くが6,000年 前 頃 を中 心 と

す る 時期 に集 中 して い る. 太 田 ほか (1982) は, 地 殻 変

動 の 地域 差 に よ っ て海 面 高 頂 期 の 年 代 に若 干 の 地域 差 が

認 め られ る と し, 南 関東 か ら西 南 日本 外 帯, さ ら に琉 球

にか けて の 隆起 量 の大 きい地 域 で は比 較 的 古 い 時 期 に,

隆 起 量 が小 さい か, 比 較 的安 定 して いる 北 海 道, 津 軽,

濃 尾 平 野, 東 京 湾, 有 明海 な ど の地 域 で は, や や新 しい

時 期 に高 頂 期 が み られ る こ とを指 摘 した. この よ う な傾

向 は, 1980年 以 降 に示 され た海 面 変 化 曲 線 に つ い て も

ほ ぼ認 め られ る. す な わ ち, 房 総 半 島 (FRYDL, 1982),

古 夷 隅湾・古 押 切 湾 (ENDO et al., 1982), 鹿 児 島 湾 沿 岸

(森脇 ほ か, 1986) な どの 著 しい 隆 起 地 域 で は, 高 頂 期

が6,000年 前 頃, あ るい はそ れ 以前 に 認 め られ る の に対

し, 東 北 地 方 の諸 平 野 (千 田 ほ か, 1984; 松 本, 1984)

や 北 陸 (藤井・藤, 1982; FUJI, 1987), 大 阪 湾 (前 田,

1980) な どの 地 域 で は, 5,000～5,500年 前 頃 を 中心 とす

る時 期 に高 頂期 が 出現 して い る.

こ の よ う に, 隆起 地域 に お い て高 頂 期 が や や古 く出 る

こ とは, 隆 起 地 域 の実 測 値 か ら描 か れ た海 面 変 化 曲 線

と地 殻 変 動 の 影 響 を捨 象 して 補 正 さ れ た 海 面 変 化 曲 線

との 比 較 に よ っ て も示 さ れ る. す な わ ち, ENDO et al.

(1982) は, 房 総 半 島 の夷 隅 川 下 流 部 にみ られ た古 夷 隅

湾 と, 相 模 湾 に面 した古 押 切 湾 と にお ける相 対 的 海 面変

化 曲 線 を描 き, さ らに地 殻 変 動 の影 響 を補 正 し た海 面 変

化 曲 線 を示 した. 古 夷 隅湾 に お け る高 頂 期 は, 前 者 が 約

6,500～7,000年 前 頃 で あ る の に 対 し て, 後 者 は 約

6,000年 前 頃 とな り, 古 押 切 湾 で も前 者 が 約6,200年 前

で あ る の に 対 して, 後 者 は約5,800年 前 と若 干 若 くな
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っ て い る.

な お, 沈 降 的 な性格 を もつ 東京 下 町低 地 で最 高 海 面 が

6,300年 前 に 認 め ら れ る こ と (ENDO et al., 1982), ま

た, 著 しい隆 起 地 域 で は ない に もか か わ らず, オ ホ ー ツ

ク海 沿 岸 や 知 多 半 島 南 部 に お い て も, 約6,000年 前 頃

あ る い は そ れ以 前 の時 期 に高 頂期 が 認 め られ る (前 田 ほ

か, 1983; 前 田, 1984) な ど, 海 面 高 頂 期 の地 域 性 につ

い て は, さら に詳 しい検 討 が 必 要 で あ ろ う.

と ころ で, 海 面 変 化 曲 線 が 描 か れて い ない ため, 図3

に は示 す こ とが で きな か っ たが, 安 藤 (1986) は, 埼 玉

県 見 沼低 地 に お い て沖 積 層 の珪 藻 分 析 結 果 か ら, 完 新世

の 最 高 海 水 準 の 高 度 と時 期 を+3.9～+4.1mで, 5,950

～5,540y.B.P.よ り新 しい 時 期 と した. これ は, ENDO

et al., (1982) に比 べ て や や高 く, よ り若 い 年 代 とな っ

て い る. これ は, 安藤 (1986) が述 べ て い る よ う に, こ

の地 点 が 溺 れ 谷 にお け る 旧 汀線 に よ り近 い位 置 に あた る

た め と考 え られ る.

一 方, 伊 豆 半 島 南 部 な どで は, 完新 世 に お け る高 頂 期

が3,000～2,000年 前 頃 で あ り, そ の 理 由 と して, 本 地

域 が 少 な くと も完 新 世 の 初 期 以 降 に は 沈 降 して お り,

3,000～2,000年 前 以 降 に再 び 隆起 に転 じた と考 え ら れ

て い る (太 田 ほ か, 1986). ま た, 九 州 北 部 の 糸 島 低 地

帯 で も, 約3,300年 前 に縄 文 海 進 の 最 高 海 面 が 出 現 し

て い る が, そ の理 由 と して地 域 的 な地 殻 変 動 の 影響 が考

え ら れ て い る (下 山 ほ か, 1986). 南 西 諸 島 に お い て

は, 隆 起 サ ンゴ礁 の研 究 か ら海 面 変 化 曲線 が 描 か れ て い

る. た とえ ば, KOBA et al. (1982) は多 くの 島 の 資 料 か ら

ユ ー ス タテ ィ ック な海 面 変 化 を, 3,500年 前 か ら1,700

年 前 に今 よ り海 面 は1m高 か っ た と し て い る が, 本 州

な ど との差 異 の 原 因 は まだ 解 明 され て い な い. また与 論

島 で は 約2,000年 前 (DELIBRIAS and PIRAZZOLI, 1983),

図3 1980年 以 降 に 発 表 さ れ た 完 新 世 海 面 変 化 曲 線

〔1. 北 海 道〕A: 松 島 (1982a), B: 前 田 (1984), C: SAKAGUCHI et al. (1985), D: 平 井 (1987)

〔2. 東 北, 北 陸〕A: 有 賀 (1984), B: 松 本 (1984), C: 千 田 ほ か (1984), D: 千 田 ほ か (1984,

補 正 値), E: 藤 井・藤 (1982), F: FUJI (1987)

〔3. 関 東〕A～D: ENDO et al. (1982: A. 古 押 切 湾 B. 古 夷 隅 湾 C. 東 京 低 地 D. 古 鬼 怒 湾)

E: FRYDL (1982), F: 松 島 (1987)

〔4. 東 海 お よ び 近 畿〕A: 井 関 ほ か (1982), B: 前 田 ほ か (1983), C: 太 田 ほ か (1986), D: 前

田 (1980), E. 成 瀬 ほ か (1984)

〔5. 九 州 お よ び 琉 球〕A: 森 脇 ほ か (1986), B. 千 田 (1987), C: KOBA and DELIBRIAS (1982),

D: DELIBRIAS and PIRAZZOLI (1983), E: PIRAZZOLI and DELIBRIAS (1983)

Fig. 3 Relative Holocene sea level curves from Various areas

1. Hokkaido, 2. northern Honshu and Japan Sea side of northern and central Honshu, 3. Kanto,

4. Pacific side of central Japan and Seto Inland Sea area, 5. Kyushu and Ryukyu Islands
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久 米 島 で は 約4,000年 前 (PIRAZZOLI and DELIBRIAS,

1983), 多 良 間 島 で は 約4,000年 前 (PIRAZZOH et al.,

1984) に, 最 高 海 面 期 を もつ と され て い る. しか し, ご

くわ ず か の資 料 か ら曲 線 が描 か れ て い る場 合 もあ り, 高

頂期 の年 代 につ い て は なお検 討 の 余 地 を残 して い る.

海 面高 頂 期 の高 度 に 関 して は, 地 殻 変 動 の 著 しい房 総

半 島 や相 模 湾岸 で は+20mを 超 え, 鹿 児 島 湾 沿 岸 な ど

の火 山性 の 隆 起 地 域 にお い て も+10mを 超 える. そ の

ほ か, 東 北 地 方 日本 海 岸 や佐 渡 島 な どで も, 完 新 世 の 高

頂 期 の 旧 汀 線 高 度 が+10mに 達 す る地 点 が あ る. これ

ら は, OTA and MACHIDA (1987) が 指 摘 す る よ う に,

ユ ー ラシ ア プ レー トと北 ア メ リ カマ イ ク ロプ レー トとの

境 界 付 近 に あ た っ て い る ため と思 わ れ る が, まだ八 木 ・

吉 川 (1988) を 除 い て高 頂 期 の 具 体 的 な年代 を示 す資 料

に欠 け て い る. そ れ 以 外 の 多 くの 地 域 で は+2～+5m

程 度 の 範 囲 に あ り, と く に顕 著 な地 域 性 は認 め ら れ な

い.

個 々の 地 点 にお け る海 面 高 度 の違 い は, 研 究 方 法 や 指

標 (試料) の種 類, 精 度 な どの違 い を も反 映 して い る と

考 え られ, 今 後 これ らの点 を い か に確 実 な もの と して い

くか が 大 き な課 題 で あ る と考 え られ る. と くに, 1～2

m程 度 の 海 面 高 度 の 差 異 を論 ず る場 合 に は, 潮 差 の 違

い な ども考 慮 す る必 要 が あ ろ う.

2. 後 氷 期 に お け る海 面 の小 変 動

太 田 ほ か (1982) に よ る と, 最 終氷 期 最 大 海面 低 下 期

以 降, 多 くの 地 域 に お い て か な り共 通 す る海 面 の 小 変

動 が 認 め ら れ て い る. そ れ ら の 年 代 は, お よ そ (1)

10,000年 前, (2) 5,000～4,000年 前, (3) 3,000～

2,000年 前 で あ り, (2) 5,000～4,000年 前 の 海 退 を新

た に「縄 文 中 期 の小 海退」と 呼 ん だ.

こ の う ち, (1) 10,000年 前 頃 の 海 面 の 一 時 的 な 停

滞, あ る い は低 下 期 に 関 して は, 1980年 以 降 の研 究 で

は ほ とん どが10,000年 前 以 降 の 海 面 変 化 を扱 って い る

こ とや, そ れ以 前 の 時 期 まで 海 面 変化 曲線 を描 い て い る

報 告 で も, 資 料 が 少 ない た め に厳 密 な 表現 を して い な い

も の が 多 く, まだ 不 確 か さ が 残 っ て い る. と こ ろ で,

10,000年 前 よ り若 干新 しい 時 期 につ い て み る と, ENDO

et al. (1982) な ど に よ っ て, 約8,500年 前 頃 にお け る

海 面 の 低 下 あ る い は 海 面 上 昇 の 停 滞 が 示 され て い る.

ENDO et al. (1982) は, 古 押 切 湾 にお い て 約9,000年 前

に+14m (補 正 値: -13m) 付 近 ま で 上 昇 し た 海 面

が, 約8,300年 前 に+1m (補 正 値: -23m) まで 低 下

し, そ の後 再 び上 昇 す る よ うな結 果 を示 し, ま た, 古 夷

隅湾 につ い て も ほぼ 同 じ時 期 に 若干 の 海面 低 下 を示 した

海面 変 化 曲線 を描 い て い る. また, 松 島 (1987) も多 摩

川 低 地 の11,000年 以 降 の 海 面 変 化 曲線 に お い て, 約

8,500年 前 まで-40m付 近 に海 面 が停 滞 し, そ の 後 急

激 に海 面 が 上 昇 した こ と を示 して い る.

同 様 の, 9,000～8,500年 前 頃 の 海 面 の 一 時 的 な 安

定, あ る い は低 下 は, す で に海 津 (1979) に よ っ て も示

され て お り, 1980年 以 降 に発 表 さ れ た他 の 海 面 変 化 曲

線 で も, 前 田 (1980), 井 関 ほ か (1982), ENDO et al.

(1982) の 古 鬼 怒 湾 な ど, この 時 期 に お け る若 干 の海 面

上 昇速 度 の鈍 化 が示 さ れ て い る.

と ころ で, 中井 ほ か (1982) は, 名 古 屋 港 の ボ ー リ ン

グ コ ア サ ンプ ル に つ い てδ13C, C/N比 の解 析 を行 い,

8,800～9,000年 前 頃 にδ13Cの 値 が 低 く, か つC/Nの

値 が 高 い こ と か ら, こ の時 期 に低 海 水 準 お よ び, 寒 冷

な 気 候 が 顕 著 に み ら れ た と し た. さ ら に, 中 井 ほ か

(1987) は, 多 摩 川 低 地 の ボ ー リ ン グ コ アのδ13C, C/N

比 の 解 析 結 果 か ら, 8,500～7,800年 前 頃 に 海面 が 再 び

下 降す る時 期 の あ っ た こ と を述 べ て い る.

この よ うな結 果 に対 して, 花 粉 分析 結 果 に も とづ く気

候 環 境 解 析 結 果 か らは, こ の時 期 に気 温 が 低 下 した とい

う報 告 は み られず, こ の時 期 にお け る海 面 変化 が気 候 の

変 化 に対 応 した もの で あ る か とい っ た点 につ い て は まだ

不 明 確 な点 が 多 い. な お, 大 場 ほ か (1980) は, 日本 海

へ の対 馬 暖 流 の 本 格 的 流 入 が8,000年 前 頃 に始 ま った

こ と を明 ら か に して い る が, こ の こ と は, 約8,000年

前 頃 まで 海 面 上 昇 速 度 が鈍 化 して い た り, あ る い は一 時

的 に低 下 して いた とす る い くつ か の報 告 と調 和 す る か に

み え る.

(2) の5,000～4,000年 前 頃 の「縄 文 中 期 の 小 海

退」に 関 して は, 1980年 以 降 の 多 くの論 文 で 確 認 され

る よ うに な っ た (表1). た と え ば 北 海 道 で は, オ ホ ー

ツ ク海 沿 岸 (4,200年 前, -0.5m; 前 田, 1984), オ ホ

ー ツ ク海 沿 岸 南 部 (4,800年 前, -0.6m; SAKAGUCHI

et al., 1985), サ ロ マ 湖 (4,500年 前, -0.5m; 平 井,

1987) で, この 時期 の 海面 低 下 が示 さ れ て い る. ま た,

多 摩 川 低 地 (約4,000年 前, +1.5m; 松 島, 1987),

知 多 半 島 南 部 の 先 苅 貝 塚 付 近 (約4,500年 前, +0.7

m; 前 田 ほ か, 1983), 大 阪 湾 沿 岸 (約4,500年 前?,

+2m; 前 田, 1980), 播 磨 灘 (約4,500年 前, ±0m?;

成 瀬 ほ か, 1985) な ど の 地 域 に お い て も4,500年 前

頃 に 海 面 の低 下 が報 告 さ れ て い る.

これ らの縄 文 中期 の小 海 退 は, すべ て海 面 高 頂 期 に複

数 の 高 海 面 期 と低 海 面期 を もつ海 面 変 化 曲線 にお い て み

ら れ る も ので あ る が, これ らの 高 海面 期 と低 海 面 期 の 認

定 は, 前 田 ほか (1983) の よ う に, 自然 貝層 の年 代 お よ

び 高 度 と遺 跡 の 立 地 高 度 か ら 求 め ら れ た も の や, 前 田
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(1984), 平 井 (1987) な ど の よ う に貝 化 石 や 泥炭 層 の 産

出高 度 と年 代 か ら求 め られ た も の な どが ある. さ ら に,

SAKAGUCHI et al. (1985) で は, 貝 化 石 や 泥 炭 層 の年 代

と高 度 に加 え て, 珪 藻 分 析結 果 に よ る この時 期 の淡 水 生

種 の増 加 と, そ の後 の海 生 種・汽 水 生 種 の増 加 とい っ た

点 をふ ま え た海 面 変 化 曲線 が 示 され て い る. また, 松 島

(1987) も貝 化 石 を は じ め とす る 試 料 の生 態 的特 徴 とそ

の 産 状, 堆 積 物 の層 相, 地形 的 な証 拠 な どに も とづ い て

海 面 変化 曲線 を描 い て お り, さ まざ まな方 法 に よ っ て認

定 され て い る. 今 後 も さ ら に多 くの 地域 に お い て, こ の

時 期 にお け る小 海 退 が 確 認 され る 可 能性 が大 きい.
一 方, 海 進 高 頂 期 以 降 に複 数 の高 海 面 期 と低 海 面 期

を もた な い 海 面 変 化 曲 線 の 場 合 に は, 一 般 に海 面 変 動

の振 幅 は大 き く, 関 東 地 方 の 東 京 低 地 や 古 鬼 怒 湾 な ど

(ENDO et al., 1982) や東 北・北 陸 な どに お い て得 られ た

海 面 変 化 曲 線 (有 賀, 1984; 松 本, 1984; FUJI, 1987)

の よ うに, 縄 文 中期 の小 海退 は認 め られ て い な い.

(3) の3,000～2,000年 前 の 小 海 退 (弥 生 の 小 海 退)

は, オ ホー ツ ク海 沿 岸 (前 田, 1984; SAKAGUCHI et al.,

1985; 平 井, 1987), 東 北 地 方 沖 積 低 地 (松 本, 1984;

千 田 ほ か, 1984), 北 陸 (藤井・藤, 1982; FUJI, 1987),

関 東 (ENDO et al., 1982), 知 多 半 島 (前 田 ほ か,

1983), 播 磨 灘 (成 瀬 ほ か, 1985) な ど各 地 に 認 め ら れ

る. 当 時 の 海面 高 度 は-3～0mの 間 に あ り, こ れ は,

縄 文 中 期 の小 海 退 に お け る海 面 高 度 が+0.5～-0.5m

程 度 の高 さ に あ る の に比 べ て やや 低 い.

この小 海退 が み られ る地 域 の うち, 北 陸・東 北 地 方 の

諸 平 野 で は, 上 述 した縄 文 中 期 の小 海 退 は 認 め られ な

い. ま た, こ れ ら の 各 地 域 で は, 海 進 高 頂 期 の年 代 が

5,500～4,500年 前 と, 他 の 地 域 に比 べ て 若 く出 る 傾 向

が あ り, 縄 文 海 進 高 頂 期 の 年 代 と縄 文 中期 の小 海退 の存

否 との間 に は, 何 らか の関 係 が み られ そ うで あ る.

上 記2つ の小 海 退 に は さ まれ た相 対 的 な 高 海面 期 の年

代 は, 4,000年 前 頃 か ら2,800年 前 頃 まで の 間 に分散 し

て い る が, 海 面 高 度 は+2～+3m前 後 で 比 較 的揃 って

い る.

ま た, 弥 生 の 小 海 退 以 降 に, さ ら に1サ イ ク ル の 海

面 変化 が報 告 され て い る地 域 が あ る. こ の う ち, オ ホー

ツ ク 海 沿 岸 で は, SAKAGUCHI et al. (1985) に よ り, 約

1,200年 前 の+0.8mの 高 海 面 と約400年 前 の-0.3m

低 海 面 とが 示 され て お り, 平井 (1987) もほ ぼ 同 じ時 期

の 約1,000年 前 の+2.2mの 高 海 面 と 約200年 前 の

-0.2mの 低 海 面 を 報 告 して い る. さ ら に, 成 瀬 ほ か

(1985) は, 播 磨 灘 沿 岸 地 域 に お い て 約1,200年 前 の

+0.4～+1.2mの 高 海 面 を報 告 して お り, 前 田 ほ か

(1983) も約1,200年 前 に+1.2mま で 海 面 が 上 昇 して

い た可 能 性 を示 して い る. こ れ ら の高 海 面 の 時期 は比 較

的 よ く揃 っ て お り, 従 来, 平 安 海 進 (小 野, 1974; 豊

島, 1978) と呼 ばれ て い た もの に相 当す る と思 われ る.

た だ, これ らの地 域 以 外 で は, この 時期 に お け る海 面 上

昇 は報 告 され て い な い.

な お, NAKAI et al. (1987) お よ び 中 井 ほ か (1987)

は, δ13Cお よ びC/N比 に も とづ く浜 名 湖 お よ び 多 摩

川 低 地 に お け る ボ ー リ ン グ コ ア の解 析 結 果 か ら, 4,000

～3,500年 前 に お け る急 激 な海 面 の低 下 と, そ の後 の 低

海 面期 の存 在 を示 唆 して い る. この よ うな傾 向 は, す で

に名 古 屋 港 の ボ ー リ ン グ コ ア資 料 に も とづ く中 井 ほ か

(1982) で も認 め られ て い るが, これ まで に明 らか に さ

れ た海 面 変 化 曲線 で は, FUJI (1987) を除 い て, この時

期 にお ける 急 激 な 海面 低 下 は ほ とん ど認 め られ な い.

と こ ろ で, 表1で は, 高 海 面 期 お よ び低 海 面 期 とそ

れ ぞ れ の海 面 高 度 を示 した が, そ れ ぞ れ の時 期 が 継 続 し

て い た期 間 が 示 され て い な い. 高 海 面 期 あ るい は低 海 面

期 の継 続 期 間 は, 海 面 変 化 の 原 因 や地 域 性 と深 いか か わ

り を もち, 同時 に, 海 面 変 化 の 地形 発 達 に及 ぼす 影 響 と

も密 接 に か か わ る と考 え られ る. した が っ て, 今 後 さ ら

に 高 い精 度 で海 面 変 化 曲線 が 描 か れ る よ うに な り, 期 間

の 長 さ につ い て も, さら に具 体 的 に論 じ られ る必 要 が あ

ろ う.

IV. 海 面 変 化 と 海 岸 環 境 の 研 究 に 関 す る 諸

問 題

1980年 代 に 入 っ て か らの 研 究 は, 単 に相 対 的 海面 変

化 曲線 を 明 ら か にす るの み で な く, 海面 変 化 にか か わる

さ まざ まな 問題, と くに海 岸 地 域 の地 形 や堆 積 環 境 な ど

の 変化 を明 らか にす る方 向 で の研 究 が積 極 的 に進 め ら れ

て い る. こ こで は, 最 近 の研 究 につ い て, そ の テ ーマ・

方 法 な どに 関 す る新 しい動 き (流れ) と最 近 の研 究 課 題,

さ ら に 日本 で の研 究 を ふ まえ た 日本 の研 究 者 に よ る 海外

調 査 な ど につ い て述 べ る.

1. 掘 削 調 査

最 近 の 研 究 方 法 の新 しい傾 向 の一 つ と して, 完新 世段

丘 堆 積 物 や 沖 積 層 の 掘 削調 査 の進 展 が あ げ られ る. これ

ま で に もハ ン ドオー ガー を用 い た掘 削 調 査 に も とづ い て

海 成 層 上 限 を求 め る 研 究 な ど が い くつ か 行 わ れ て きた

が, 近 年 の掘 削 調 査 で は, 攪 乱 の 少 な い サ ンプ ラ ー を用

い て オ ー ル コ アサ ンプ ル を得, 各 種 の分 析 手 法 を用 いて

総 合 的解 析 が行 わ れ て い る.

掘 削調 査 には, い ろ い ろ な規 模 の もの が あ る が, 深 度

が 大 きい オー ル コ ア の機 械 ボ ー リン グ は一 般 に経 費 が多
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くか か る の で, 個 人 の調 査 で は 行 い に くい. した が っ

て, 掘 削 調 査 の ほ と ん ど は総 合研 究 の 形 を と って い る.

太 田 ほ か (1985, 1986) は 総 合 研 究 の 経 費 に よ っ て

1981, 1982年 に銚 子 の 高 神 低 地, 佐 渡 の 国 中 平 野, 伊

豆 の 下 田付 近, 奥 尻 島, 駿 河 湾 岸 の条 件 を異 にす る 地 域

で掘 削 調 査 を行 っ た. 池 谷 ほ か (1985) は1985～1987

年 に浜 名 湖 で, 松 島 (1987) は1985, 1986年 に多 摩 川

低 地 で そ れ ぞ れ深 度 の大 きい ボー リ ン グ を行 って い る.

この 種 の 調査 で は, 掘 削 地 点 選 定 の ため の 地 形観 察, 試

料 の層 相, 火 山灰, 貝, 有 孔 虫, 介 形 虫, 珪 藻, 花 粉 な

ど さ まざ ま な微 生 物 群 集 の 解 析, 14C年 代, δ13Cの 測

定, そ れ らの 解釈 な ど, 地 形, 地 質, 古 生 物, 地 球化 学

な どさ ま ざ まな 分 野 の総 合 的 な検 討 の た め に, 必 然 的 に

分 野 を異 にす る研 究 者 の協 力 が必 要 とな る. こ の よ う な

総 合 研 究 に よ って, 完新 世 に お け る環 境 変 遷, 相 対 的 海

水 面 変 化 を年 代 目盛 り をい れ て 明 らか に す る こ とが で き

た (た と え ば, 池 谷 ほ か, 1985; 鹿 島, 1985; 三 好 ほ

か, 1985; 太 田 ほ か, 1985, 1986; 松 島, 1987; 斎 藤

1988). と くに, さ まざ ま な指 標 に も とづ く海 成 層 上 限

の認 定 の 吟 味, 海面 変 化 と関 係 す る古 地 理 の 変 遷 な どの

詳 しい情 報 が得 られ た. 機 械 ボ ー リ ング の ほか に, ピー

トコ ア ラー や 簡 易 なハ ン ドオ ー ガ ー の使 用 は, 深 さ に制

約 は あ る もの の (通常10m以 浅), 広 く面 的 に試 料 を

得 た い場 合, ま た は少 人 数 で調 査 をす る時 に きわ め て有

効 で あ る.

掘 削 調 査 は珊 瑚 礁 の 島 で も行 わ れ, 成 果 を あ げ て い

る. 小 西 ほ か (1983) に よ る喜 界 島 の 先 駆 的研 究 に よ っ

て 完 新 世珊 瑚 礁 の 同時 代 線 が 描 かれ, 珊 瑚礁 の 上 方 お よ

び側 方 へ の 成 長 過 程 が 明 らか に な っ た (小 西, 1984).

掘 削 調 査 は与 論 島 (米 倉, 1986), 久 米 島 (高橋 ほ か,

1986, 1987a, b, 1988) な どで も行 わ れ, 海 面 変 化 と対

応 す るサ ン ゴ礁 の 成 長過 程 とそ の場 所 に よ る差 異, 地 形

へ の表 現 な ど詳 しい 分析 が 進 み つ つ あ る.

2. 完 新 世 海 成段 丘 の研 究

隆起 地 域 に お け る古 海 面 の 指 示者 と して の海 成 段 丘 の

研 究 は, 海 水 準 認 定 に関 す る 基 本 的 問 題 (後述) を 除 く

と, 1980年 以 前 と比 べ て と く に大 きな進 展 は な い. し

か し, い くつ か の地 域 で新 しい知 見 が 得 られ た.

北 海 道 西 岸 奥尻 島 は, 海 成 段 丘 の発 達 の よ い島 と して

知 られ て いる. 同 島 の地 形 お よ び掘 削 調 査, さ ら に考 古

遺 跡 との関 連 か ら完新 世 海成 段 丘 に 関す る新 た な資 料 が

得 られ た (三好 ほ か, 1985). 同 島 の 完 新 世 海 成 段 丘 は

2段 に分 か れ, 約6,000年 前 の 上 位 面 は高 度 約+10m

に達 し, 隆起 速 度 が 大 きい こ と, 内 湾 部 で は 海成 層 上 限

高 度 が外 洋部 と比 べ て低 い こ と, な どが わ か った. 下 位

面 の高 度 は+6mに 及 ぶ が, そ の年 代 に つ い て は, テ フ

ラか ら少 な く と も約500年 前 に 離 水 して い た こ と は確

実 で あ る が, 正 確 な こ と は不 明 で あ る. 西 津 軽 海 岸 で

は, 完 新 世 海 成 段 丘 は3段 に 細 分 され, 最 高 位 のL1

面 が 約6,300年 前 に 形 成 され, 高 度 が 約+8mで あ る

こ と, 高 度 分 布 が 更 新 世 海 成 段 丘 お よ び1793年 地 震 に

離 水 した隆 起 ベ ンチの 高 度 分 布 と調 和 して い る こ とが 明

らか に され, 本 地 域 の 地 震 性 隆 起 が 結 論 され た (八木 ・

吉 川, 1988). しか し, L2面 の 年 代 は 分 か っ て い な

い. 九 州 の 日南 海 岸 で も3段 に分 か れ る完 新 世 海 成 段

丘 が あ り, そ の 最 高 位 の 面 が 高 度+8mに 達 し, 約

6,300年 前 の 海 面 を示 して い る (長 岡 ほ か, 1987). こ

こで も下位 の 面 の 年代 は不 明 で あ る.

これ らの 地域 は, い ず れ も 日本 で有 数 の隆 起 地 域 で あ

るが, 一 般 に細 分 され る完 新 世 海成 段 丘 の個 々 の面 か ら

年 代 資 料 を得 る こ と は難 し く, 後氷 期 海進 高 頂 期 以 降の

相 対 的 海 面 変 化 を求 め に くい こ とが 多 く, 離 水 を生 じた

と考 え ら れ る 巨大 地 震 の 活 動 史 の 解 明 に も問題 を残 して

い る. 既 述 の掘 削 調 査 の 目的 の 一 つ は この よ うな 点 の解

明 に あ っ た. 奥 尻 島 の掘 削 調 査 も この よ う な意 図 の も と

に 行 わ れ た が, 下 位 面 の年 代 決 定 に は至 ら なか った.

南 関 東 の 変動 帯 の 海岸 は, 従 来 か ら しば しば研 究 対 象

と され た 日本 で も っ と も隆起 速 度 の大 きい地 域 と して 知

ら れて い る が, 最 近 も研 究 が続 き, 完 新 世 に お け る隆 起

速 度 や 変 動 様 式 につ い て の知 見 が ふ え て い る. 国 府 津 松

田断 層 や 三 浦 半 島 を横 切 る 活 断層 が 完新 世 に も活 動 した

こ とが, 海 成 段 丘 の変 位 に よ って も明 らか とな っ た (熊

木, 1982a, b; 松 島, 1982b, 1984b; KUMAKI, 1985).

東 京 の 南 方1,200kmに あ る 火 山 島, 硫 黄 島 に は15

余 りの完 新 世 後 期 の旧 汀 線 が 見 出 さ れ, そ の 高 度 分布 か

ら活発 な ドー ム状 隆起 が続 い て い る こ とが 分 か っ た. 隆

起 速 度 は年 に10cm以 上 に達 す る (貝 塚 ほ か, 1983).

火 山 性 の 著 しい 隆起 は鹿 児 島湾 奥 で も知 ら れ て い る. こ

こ で は, 完 新 世段 丘 は3段 に 分 か れ, 最 高 位 の隼 人 面

(約6,300年 前) の 高 度 は+18mに 達 して い る (森 脇

ほか, 1986).

3. 岩石 海岸 に お け る古 海 面 認 定 に関 す る問 題

岩 石 海 岸 地 域 で は, ノ ッチ や 海 食 洞, ベ ンチ な どの地

形 が 旧海 面 指 示 者 と して用 い られ, と くに離 水 海 岸 で は

調 査 例 が多 い. 完 新 世 海 成 段 丘 の調 査 の 場 合 に, 一 般 に

い わ ゆ る汀 線 ア ング ル が 旧汀 線, つ ま り古 海 面 の 指 示者

と され て い た が, これ に つ い て の再 検 討 が 提 唱 され た.

茅 根・吉 川 (1986) は, 房 総 半 島南 岸 の現 成 の侵 食 海 岸

地 形 が ベ ンチ-小 崖-海 食 台 とい う一 連 の地 形 か ら な る

地 形 系 で あ る こ と を認 定 し, つ い で4群 の離 水 し た 同
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様 の 地 形 系 を認 め, これ らが 汀 線 ア ング ル か ら認 め られ

る旧 汀 線 に必 ず しも対 応 しない こ と を述 べ, この認 識 の

も とに地 震 隆 起 の 量 や性 質 の 再検 討 を図 った. この論 文

は, 完 新 世 と い う短 い時 間内 の 古 海 面 を, よ り長 期 の変

動 を考 え る場 合 よ り も, 高 い精 度 で いか に正確 に認 定 す

る か とい う基 本 的 な 問題 提 起 と して注 目 され た. これ に

対 して は, 小 崖 下 に穿孔 貝 や カ サ貝 な どの化 石 が あ る こ

とか ら, や は り崖 下 の 汀 線 ア ング ル が 旧汀 線 で あ る とい

う反 論 (今 泉 ほか, 1986) が あ る. 茅 根 ほ か (1987) は

穿 孔 貝 の 分 布 範 囲 が 潮 下 帯 ま で 及 ぶ こ と, カ サ 貝 は死

後, 殻 が 移 動 す る こ とが 多 い こ と, な どの諸 点 か ら, 茅

根・吉 川 (1986) が 正 しい と述 べ る な ど, 古 海面 の指 示

者 をめ ぐ っ て ま だ議 論 が 続 い て い る.

岩 石 海 岸 の 離 水 地 形 と して は, 海 食 洞 や ノ ッチ が あ

る. 隆 起 サ ンゴ礁 か らな る琉 球 列 島 で は ノ ッチ は と くに

よ く保 存 され て い る. た とえ ば河 名・西 田 (1980) は沖

縄 島 をは じめ宮 古, 石 垣 島 な どで 離 水 ノ ッチ の 精査 を行

い, そ の形 態, 高度 分布 な ど を記 載 した. しか し, 形 成

期, と くに ビー チ ロ ッ クの形 成 期 との関 係 につ いて は不

明 な点 が 多 い. KAWANA and PIRAZZOLI (1985) は, 沖

縄 島 の ノ ッチ の リ トリー トポ イ ン トの高 度 分 布 に も とづ

き, 同 島 の 南 部 が他 と異 な る変 動 区 で あ る と し, さ ら に

ノ ッチ に 付 着 す る3個 の フ ジ ツ ボ の14C年 代 が ほ ぼ 同

一 で あ る の で, こ の 地 域 の 隆 起 が 約2,400年 前 の 地 震

に よ る もの で あ る と推 定 した.

離 水 海 食 地 形 は, 上 記 の よ う に そ れ に伴 う14C年 代

測 定 に適 した試 料 を得 る こ と に よ って 一層 意 味 を もっ て

くる. 穿 孔 貝 の有 効 性 は前 か ら知 られ て い る が, そ の他

に ノ ッチ や海 食 洞 に付 着 す る カ キ, フ ジ ツボ な ど, 潮 間

帯 に生 息 す る化 石 の高 度 と年 代 値 が 注 目 され る よ うに な

った. た とえ ば伊 豆 半 島南 部 で は離 水 海 食 洞 中 に付 着 す

る2層 の カ キ層 か ら ほ ぼ2,700, お よ び650年 前 の2

つ の 海 水 準 が 認 定 さ れ (石橋 ほか, 1979), と く に上 位

の 貝層 は掘 削 調 査 で 求 め られ た海 成 層 上 限 の年 代 と ほぼ

一 致 して い る. この年 代 は, 本 地 域 で確 認 さ れ た限 りで

の 完 新 世 最 高 位 の 海 水 準 を示 す も の で あ り, 約6,000

年 前 に海 進 高頂 期 を示 す こ との多 い他 地 域 との違 いが 注

目 さ れ た (太 田 ほ か, 1986). また 式 根 島 で は, 離 水 ノ

ッチ に残 され て い る フ ジ ツ ボ 類 の 年 代 値 が 約1,000年

前 で あ る こ と に よ り, 従 来 考 え られ て い た1703年 の元

禄 地 震 に よ る 隆 起 の可 能 性 が 否 定 され た (太 田 ほ か,

1983).

最 近 は, 潮 間帯 に生 息 す るヤ ッコ カ ンザ シな どが 海面

の指 示 者 と して注 目 さ れ る よ う に な った. 甲 藤・阿 子 島

(1980) に よ る室 戸 岬付 近 で の研 究 は, こ の種 の初 め て

の もの で ある. 室 戸 岬 で は そ の後 さ ら に太 田 ほ か (準備

中) お よ び 前 杢 (1988a) に よ り, 多 数 の 試料 が採 取 さ

れ て い る. 前 杢 (1988a) はI～VIの6つ の 旧海 水 準 を

認 定 し, そ の 年 代 を そ れ ぞ れ6,000～5,000, 4,000～

2,700, 2,600～2,200, 2,000～1,100, 1,000～800, 700

～200年 前 と した. これ らの年 代 お よ び高 度 資 料 に も と

づ い て6回 の地 震 隆 起 が推 定 さ れ て い る. しか し, 旧

汀 線 の年 代 にか な り幅 が あ る こ と, また, 推 定 され た 地

震 は従 来 の南 海 道 地 震 タ イプ の 累積 を否 定 す る もの で あ

る こ と, な ど論 議 を呼 ぶ 問 題 も残 され て い る.

海面 指 示 者 と しての ヤ ッコ カ ンザ シ の詳 しい吟 味 は,

房 総 半 島 南 部 で行 わ れ た (茅根 ほ か, 1987). 現 在 の 潮

間 帯 に生 息す る ヤ ッコ カ ンザ シの 上 限高 度 が よ く揃 う の

で, そ の 密集 帯 上 限 を 旧汀 線 の示 標 とみ な し, い わ ゆ る

元 禄 汀 線 は平 磯 付 近 で6.7m (精度 は±0.1m) と, 従

来 の値 よ り約1m高 い 値 を得 た. 三 浦 半 島 で も 同様 な

検 討 が 行 わ れ て い る (西畑 ほ か, 1988).

フ ジ ツ ボの 海 面 指示 者 と して の有 効 性 は, 琉 球 列 島 の

例 に も とづ き, PIRAZZOLI et al. (1985) に よ り詳 論 され

た. す な わ ち, フ ジ ツボ は, サ ン ゴ と違 い短 期 間 に成 長

す る こ と, 入 り江 の奥 に もみ られ る こ と, さ ら に海 中 で

は 死 後速 や か に侵 食 され る こ と, な どに よ り化 石 フ ジ ツ

ボ は離 水直 前 の年 代 を示 す と され て い る.

この よ うに, フジ ツ ボ や ヤ ッコ カ ンザ シの 有効 性 が明

らか に な った が, い くつ か の間 題 もあ る. フ ジ ツボ は生

息 分 布 高 度 が 潮 間 帯 内 で もバ ラつ くので, 旧 汀 線 高 度 の

精 度 が ヤ ッコ カ ンザ シよ り も劣 る こ と, 両 者 と も個 体 の

大 きさが 小 さ く, か つ 殻 が 薄 く多 孔 質 で あ る ため に汚 染

や変 質 を受 けや す い こ と, 保 存 が悪 く, 数 千 年 前 とい う

もの は残 りに くい こ と, な どで あ る. 房 総 半 島の 場 合 に

は, 元 禄 汀 線 に対 応 す る ヤ ッコ カ ンザ シ の14C年 代 は

実 際 の 年 代 よ り も100～250年 古 く出 る こ と (茅根 ほ

か, 1987), 三 浦 半 島 で は 元 禄 汀 線 よ り古 い もの は ほ と

ん ど見 出 され な か っ た こ と (西畑 ほか, 1988. た だ し,

筆 者 ら の経 験 で は, 室 戸 岬付 近 の 高 度+12mの 地 点 で

も, 完 新 世 海 進 の高 頂 期 に対 応 す る と思 わ れ る ヤ ッコ カ

ンザ シが 残 って い る) な ど, 旧汀 線 の指 標 と して使 う場

合 の問 題 は残 って い る. と くに, 試 料 の質 に関 す る 吟 味

(茅根 ほ か, 1987) は さ らに検 討 され るべ きで あろ う.

4. 大 きな沖 積 平野 に お け る旧 汀 線 の 認 定 に つ い て

一 般 に, 大 きな沖 積 平 野 で は, 造盆 地 的 な沈 降 運 動 が

み られ, こ の よ う な地 域 にお い て 海 面変 化 あ る い は旧 汀

線 高 度 を 明 らか に しよ う とす る場 合 には, 沈 降運 動 の影

響 をい か に差 し引 くか とい っ た問 題 が あ る. しか し, 現

状 にお い て は, 確 実 な補 正 の方 法 は確 立 され て お らず,
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そ の よ う な状 況 にお い て デ ー タの信 頼 性 を保 つ ため に,

あ え て補 正 を行 わず に生 の デ ー タ を示 す場 合 も あ る.

 「海岸 線 図」で は, 完 新 世 中期 (縄 文 海 進 期) に お け

る 海 面 高 頂 期 を指 示 す る資 料 の 種 類 お よ び高 度 と, 14C

年代 測 定値 を示 した が, こ の 図 で は, 資 料 の 高 度 に 関 し

て は補 正 を行 って い な い. したが っ て, い くつ か の 大 き

な沖 積 平 野 中 央 部 の 高頂 期 に お け る 旧汀 線 (海面) 高 度

は, 0mあ る い は そ れ 以 下 の値 と して示 され て い る. 実

際 には, これ ら大 きな沖 積 平 野 中 央 部 に お け る値 は, す

で に述 べ た よ う に沈 降 運 動 を 反 映 した も の で あ り, ま

た, 海 成層 上 限 の高 度 が そ の ま ま高 頂 期 の 海 面高 度 を示

す と は限 らな い の で, 当時 の実 際 の海 面 高 度 は これ らの

値 よ り高 くな る は ず で あ る. したが って, この よ うな 点

を十 分 に考 慮 せ ず に この値 を読 ん だ り, あ る い は大 き な

沖 積 平 野 にお ける 海 面 変化 曲線 を描 い た りす る と, 誤 解

を生 じた り, 不 正確 な解釈 を して し ま う恐 れが あ る.

第2の 問 題 は, 大 き な沖 積 平 野 に お い て 古 地 理 を復

元 す る に あ た り, いか に旧 汀 線 (旧 海 岸線) を認 定 す る

か とい う点 で あ る. 一 般 に, 大 きな 沖積 平 野 の 臨 海部 は

デ ル タの 末端 とな っ て い た り, ラ グー ンが発 達 して い た

りす る. と くに, 縄 文 海 進 高 頂 期 に は海 域 が 内 陸 部 まで

侵 入 し, 複 雑 な海岸 線 を呈 して い た と考 え られ る. この

よ う な状 況 にお い て, 陸域 と水 域 との境 を厳 密 に描 くこ

とは, きわ めて 困 難 で あ り, と くに堆 積 物 の分 析 に も と

づ い て, あ る特 定 の 時 期 に お け る 陸域 と水 域 との境 を厳

密 に平 面 的 に求 め る こ と は, ほ とん ど不 可 能 とい っ て も

過言 で は な い. さ ら に, デ ル タの 末 端 や ラグ ー ンの沿 岸

な どで は, 海 水 域 と淡 水 域 との 境 が そ の ま ま海 陸 の境 と

は な ら ない た め, 堆 積 物 の分 析 に よ って 明 らか に され る

海 成 層 の 分 布 限界 を, そ の ま ま陸 域 と水 域 の 境 と して 認

定 す る こ と はで きな い. また, 潮 汐 の影 響 につ いて も考

慮 さ れ な けれ ば な らず, きわ め て低 平 で大 きな沖 積 平 野

の 臨海 部 で は, 現 在 で も, 潮 位 の変 化 に よ っ て陸 域 と海

域 (水域) との境 が 大 き く変化 して い る

この よ う な点 か ら,「海 岸 線 図」の う ち, 大 きな沖 積

平 野 の 内 陸部 に 関 して は, 海 岸 線 は実 線 で 示 され て は い

る もの の, この位 置 は あ る程 度 の幅 の あ る もの を代 表 さ

せ て描 い た もの で あ る.

な お, 梶 山・市 原 (1986) は, 地 層 の 層 序 と14C年

代 測 定 値 を重 視 した 体 系 に, 考 古 学 的 な遺 構 に よ る判 定

を加 え, さ ら に古 生 物 学 的, と くに古 生 態 学 的 な資 料 を

加 え た総 合 的 な環 境 復 元 に よ って, 海 水域・汽 水 域・淡

水 域 の 区 別 や, 満 潮 線・干 潮 線 を も示 した 河 内平 野 の古

地 理 図 を描 い て お り, こ の よ う な方 向 は今 後 さ ら に厳 密

な旧 海 岸 線 を描 く上 で きわ め て意 義 深 い も ので あ る.

5. 小 さな 溺 れ谷 低 地 に お け る調 査

1980年 ご ろ ま で の 完 新 世 海 面 変 化 の研 究 は, 主 と し

て 大 きな 沖積 低 地 中心 と して 行 わ れ て きた. これ に対 し

て, 小 さな溺 れ谷 の低 地 で は, 流 れ 込 む大 河 川 が な く,

臨 界 部 で独 立 した空 間 を造 っ て お り, 後 背 地 か ら供 給 さ

れ る 物 質 の 量 が少 な く, しか も シ ル トや 泥 等 の 細粒 物 質

か ら構 成 され て い る. この よ うな低 地 で は, 沖 積 層 は基

底 か ら最 上 部 まで お もに 泥質 か らな り, 連 続 した掘 削 資

料 が 得 られ る. また, 外 洋 に面 した溺 れ谷 で は, 海 成 堆

積 物 の保 存 状 態 が よ り良 好 で, 種 々 の情 報 が残 され てお

り, 系 統 的 な資 料 も得 られ 易 く, 精 度 の高 い海 面 変 化 を

明 らか にす る こ とが で きる (松 島, 1983). さ ら に, 大

きな 沖積 平 野 に比 べ る と, これ まで 人 工 改 変 を受 け る こ

とが少 な く, 自然 地 形 が ほ とん ど その ま まの状 態 で保 存

され て お り, 旧汀 線 や海 成 層 上 限の 確 認, 海 進 に伴 う内

湾 環 境 の 変 遷 な どを知 る の に適 して い る. ま た, 調査 地

域 が 狭 く小 さい た め, 地 殻 変 動 も同 じ も の と して と ら え

ら れ, 利 点 と な って い る.

こ の よ う な条 件 を も った小 規 模 な 溺 れ谷 が調 査 地 と し

て注 目 さ れ る よ う に な った の は, 掘 削調 査 法 が定 着 した

こ とに よ る. た と え ば, 知 多 半 島 内 海 低 地 で は前 田 ほ か

(1983) が 掘 削 資 料 の解 析 と考 古 遺 跡 の 分 布 か ら海 面 変

化 を, 関東 平 野 で は安 藤 ほ か (1987) が 奥 東 京 湾 の 湾奥

に位 置 す る見 沼 低 地 に お い て, 珪 藻 群 集 か ら古 環境 の 変

遷 と高 海 水準 を, 銚 子 高 神 低 地 で は太 田 ほか (1985) が

各 種 生 物 群 集 に よ る 海成 層 上 限 の確 認 と地 形 発 達 史 を,

ま た伊 豆 半 島 下 田付 近 の低 地 で は太 田 ほ か (1986) が 海

面 変 化 を, 松 崎低 地 で は松 原 ほ か (1986) が海 面 変 化 に

伴 う環 境 変 遷 史 を, そ れ ぞ れ 明 らか に して い る.

しか し, 上 述 の よ う な好 条 件 を備 えた 溺 れ谷 で も, 低

地 の 中央 部 で は堆 積 が 十 分 に進 まず, 海 成 層 上 限 が必 ず

し も古 海面 高 度 を示 す とは限 ら な い こ とが あ る点 に注 意

す る必 要 が あ る.

6. 海 面 変 化 と それ に か かわ る 自然 環境 の 変化

従 来 か ら, 完 新 世 を特 徴 づ け る最 温 暖 期 の時 期 が 日本

列 島 にお け る海 面 高 頂 期 と一 致 す る とい わ れ て きた. こ

の最 温 暖期 は, 浅 海性 貝 類 群 集 の 変 遷 (松 島, 1984a) と

チ ョ ウセ ンハ マ グ リの 酸 素 同位 体 比 (鎮西 ほ か, 1980;

CHINZEI et al, 1987a) か ら, 約6,500～5,500年 前 あ る

い は約7,000年 前 と求 め ら れ, 海 面 高 頂 期 と よ く対 応

す る こ とが 分 か った. さ ら に約5,000年 前 以 降 は,「縄

文 中 期 の小 海退」,「弥生 の小 海 退」が 前 述 の よ う に広 く

認 め られ る. これ に対 応 す る海 水 温 の低 下 を み る と, 貝

類 群 集 か ら は 南 関 東 で は 約5,000～4,000年 前 と 約

2,000年 前 に熱 帯 種 お よ び亜 熱 帯 種 の消 滅 が知 られ る.
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これ らは, 温 度 低 下 に よ る もの で, 海 面 低 下 とほ ぼ 一 致

す る. さ らに, 中 部 日本 沖 で得 られ た各 種 微 化 石 群 集 と

酸 素 同 位 体 比 (鎮 西 ほ か, 1984; CHINZEI et al., 1987

b) か ら も, 約6,500～5,500年 前 の 温 暖 と約5,000年

前 以 降 の 寒 冷 化 が 明 らか に され て い る.

こ の よ う な沿 岸 ゃ浅 海 域 の 水 温 変 化 は, 陸 上 の気 候 に

も大 き な影 響 を与 えて い る. 日本列 島 が温暖 化 した時 期

の気 候 変 化 につ い て は, 花 粉 分析 の結 果 か ら具 体 的 に示

され て い る (SAKAGUCHI, 1983; 阪 口, 1984な ど). そ

れ に よ る と, 中 部 日本 で は約7,600年 前 か ら縄 文 早 期

最 温 暖 期, 縄 文 中・後 期 寒 冷 期, 縄 文 後 期 の 温 暖期, 縄

文 晩期 寒 冷 期, 弥 生 温 暖 期, 古 墳 寒 冷 期, 奈 良～鎌 倉 の

温 暖期 な ど大 きな気 候 変 化 が あ っ た. こ れ ら陸 上 で 求 め

られ た 温度 変化 と浅 海域 の水 温 変 化, 海 面 変 化 と を比 較

す る と, 海 面 高頂 期 と縄 文 中期 の小 海 退 期 は, いず れ も

陸 上 の 気候 変 化 と一 致 して い る. しか し, 弥 生 の海 退 期

で は, 浅 海 域 にお い て は水 温低 下 を示 して い る が, 陸上

で は弥 生 温 暖 期 とな り異 なる. この よ うな ず れ に つ い て

は, 両 変 動 が 年 代 的 に必 ず しも対 応 して い る と は い え

ず, ま た それ ぞ れ の変 動 に固 有 の 変化 も認 め られ る こ と

か ら, 今 後 の検 討 課 題 で あ る. ま た陸 上 の 気 候 変 化 につ

い て は, 歴 史 時 代 以 降現 在 まで 詳 しい 資 料 の 蓄 積 が あ

る. しか し, 沿 岸 水 温 と海 面 変 化 につ い て は この よ う な

資料 が 少 な く, これ か ら資 料 の収 集 と充 実 が 望 まれ る.

7. 日本 人 に よ る海 外 の 研 究

最 近, 日本 人 に よる 海外 研 究 が盛 ん に な っ たが, 完 新

世 海 水 準 変 化 につ い て も例 外 で は な い. 海外 研 究 は, お

も に海 外 学 術 調 査 (研 究) の研 究 費 によ っ て行 わ れ て い

る. 完 新 世 海 水 準 変 化 研 究 と関 連 した 海 外 で の研 究例 と

して, 中部 太 平 洋, ニ ュ ー ジー ラ ン ド, バ ン グ ラデ シ ュ

な どに お け る研 究 が あ る.

中 部太 平 洋 の 島 々 で は, ハ イ ドロ ア イ ソ ス タ シー を検

討 す る調 査 が進 め られ て お り, これ ま で に ク ック諸 島,

フ ィー ジ ー 諸 島, ハ ワイ諸 島, ミク ロ ネ シ ア の 島 々 に お

いて, 完 新 世 の 旧 海 面 高 度 を示 す資 料 が多 数 収 集 さ れ た

(杉村, 1987ほ か). そ の 成 果 の1つ と して, 南 ク ック

諸 島 の マ ン ガ イ ア島 で の結 果 が 公 に さ れ た (YONEKURA

et al., 1988). 同 島 で は 約4,000～3,400年 前 に海 面 は

+1.7mに な り, 3,400～2,900年 前 に 離 水 した. ま

た, この海 面 変 化 に伴 うサ ン ゴ礁 の発 達 過 程 が 詳 し く論

じ られ た. しか し, ハ イ ドロ ア イ ソ ス タ シー を系 統 的 に

論 じる には, さ らに資 料 の収 集 と解 析 が 必 要 で あ る.

変 動 帯 で あ る ニ ュー ジ ー ラ ン ドで は, 吉 川 ほか (1980)

に よ り完 新 世 海 成 段 丘 の 存 在 が 記 載 さ れ, OTA et al.

(1983) は 北 島 北 東 端 で 完 新 世 の段 丘 の 高 度 分 布 か ら

3つ の 異 な る 隆 起 速 度 を も つ 変 動 区 が 識 別 さ れ た. さ

ら にOTA et al. (1988) は, 東 岸 全 域 に調 査 を進 め て 完

新 世 海 進 の 高 頂 期 が5,500～7,000年 前 と場 所 ご と に

異 な り, そ れが 隆 起 速 度 と関係 す る こ と, ま た完 新 世 の

垂 直 変 動 速 度 に よ り14の 地 殻 変 動 区 が 存 在 す る こ と,

な ど を認 め た. また, 多 数 のほ ぼ 同 年代 の埋 没 林 の存 在

か ら, 海 進 の進 行 途 上 に約8,500～8,000年 前 ご ろ に小

海 退 が あ っ た こ と を明 らか に した. あ わせ て 完新 世 海成

段 丘 の細 分 が地 震 隆起 に も とづ く こ とを論 じ た (OTA et

al., 1988; BERRYMAN et al., 1988).

バ ン グ ラ デ シ ュ に お い て, UMITSU (1985, 1987) は

ガ ンジ ス デ ル タ に お け る地 形 調査 と機 械 ボ ー リン グ に よ

る 掘 削 調 査 に よ って, 深 度50～70mに 及 ぶ3本 の コ ア

を採 取 した. 堆 積 物 の 粒 度, 珪 藻, 貝, 14C年 代 な ど に

も とづ い て 明 らか に され た海 面 変 化 曲 線 は, い わ ゆ る シ

ェパ ー ド曲 線 に近 い も の で あ り, あ わせ て, 約10,000

年 前 の海 面低 下 も見 出 され た.

以 上 の例 の ほ か に も, ア イ ス ラ ン ド (森 脇・平 川,

1985) な どで も調 査 が 進 め られ て お り, 今 後 世 界 の各 地

で 日本 との比 較 研 究 が 進 農 す る こ とが期 待 さ れ る.

V. お わ り に

1980年 以 降, 海 面 変 化 お よ び 第 四 紀 末 期 の 海 岸 環 境

につ い て の研 究 が活 発 に行 われ, 多 くの研 究成 果 が 明 ら

か に され た. これ らの成 果 は,

(1) よ り詳 しい 海面 変 化 曲線 の堤 示,

(2) 掘 削 法 な ど に も とづ く, よ り正 確 な海 成層 上 限 の

認 定,

(3) 多 くの分 野 に また が る総 合 的 な研 究,

(4) 海 面 指 示 者 と しての 侵 食 地 形, 古 生 物 の検 討,

(5) 全 国 的 な視 野 に立 つ 研 究 お よ び総括

な どに特 徴 が あ る. こ れ らの う ち, (1) に 関 して は,

太 田 ほ か (1982) が指 摘 した「縄 文 中 期 の小 海退」や,

「弥生 の小 海 退」が 各 地 で確 認 され た ほ か, さ ら に そ の

後 の 海 面 の小 変 動 もい くつ か の 地 域 で 報 告 さ れ た. ま

た, 完 新 世 初 期 に お け る海 面 の停 滞 あ る い は低 下 の み ら

れ る地 域 が い くつ か み られ る こ とが明 ら か に な った.

また, (2) に関 して は, 小 さな溺 れ谷 な どに お ける 掘

削 法 の有 効 性 が 実 際 の 調査 に も とづ く研 究 成 果 と して 示

さ れ, 同 時 に, (3) 地 形・地 質・古 生 物・地 球 化 学 な

ど, 多 くの分 野 に またが る総 合 研 究 によ って, 海 面 変 化

や 海 岸 地域 の環 境 変 遷 に か か わ る多 面 的 な 分析 に も とづ

く研 究 の 成 果 も示 され た.

ま た, (4) につ い て は, 海 面 指 示 者 と して の ノ ッチ,

ベ ンチ な どの侵 食 地 形 ゃ フジ ッ ボ, ヤ ッコ カ ンザ シな ど
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の 化 石 が 論議 され, 岩 石 海 岸 地 域 で 高 い 精 度 で古 海面 を

認 定 す る可 能性 が 開 け て きた. (5) に関 して は, 完新 世

に お け る海 岸 地 域 の古 地理・古 環 境 が全 国 的 な視 野 の も

とに検 討 さ れ た ほか, 海 面 変 化 や環 境 変 遷 に 関す る従 来

の研 究 の総 括 も行 わ れ, 個 々 の 地域 に お け る成 果 を広 い

視 野 の も とに と らえ直 す とい う段 階 に至 った こ と を示 し

て い る.

これ らの成 果 の も とに, 今 後 の 課 題 と して, 次 の よ う

な こ とが考 え られ る. す な わ ち, 完 新 世 にお け る 海面 の

微 変 動 の 実 態 をよ り明確 にす る こ と, ま だ十 分 に調査 ・

研 究 の 行 わ れ て い な い 地 域 に お い て 海 面 変 動 に 関す る

デ ー タ の蓄 積 を推 進 し, さ らに地 域 性 を明 ら か に して い

くこ と. ま た, 海 面 高 度 (旧汀 線 高 度) 把 握 の ため の 資

料 (指標) の吟 味, 地 殻 変 動 の影 響 の吟 味, 海 面 変 化 の

要 因 と して の気 候 変 化 の 検 討 をは じめ, 海 面 変 化 とか か

わ る環 境 変 遷 との 因果 関 係 の 検 討 な どが行 わ れ な け れ ば

な らな い. そ して, こ れ らの た め に新 左 な発 想 や研 究 方

法 の 導 入・利 用 を進 め る こ と も必 要 で あ ろ う. 本 来, 過

去 の 現 象 の復 元 は将 来 の予 測 とつ なが る もの で な け れ ば

な ら ない. そ の 意 味 で は, 完 新 世 の う ちで も っ と も現 在

に 近 い 過 去 で あ る最 近 約1,000年 前 以 降 の 情 報 は, ま

だ きわめ て 不 足 して お り, 今 後 の研 究 を ま た な けれ ば な

らな い.
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